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に女性が多く（厚生労働省 , 2017a）、その女性比率は看護系大学教員で 90.2%、3 年課程専
門学校教員で 92.6%と非常に高い（日本看護協会 , 2018; 総務省統計局 , 2014）。さらに、看
 
2021 年 3 月 10 日受理．  著者連絡先：佐藤智彦， tomosatou-tky@umin.net 
a 帝京大学医療技術学部看護学科・助手  
b 星槎大学大学院教育学研究科・教授 
c 東京慈恵会医科大学附属病院・准教授，星槎大学大学院教育学研究科・特任教授  





員 48.5 歳  vs 看護師 43 歳：日本看護協会（2018; 2019a）。看護系大学教員の半数以上は 30
～40 歳代であり（日本私立看護系大学協会 , 2018）、この年代では結婚、出産、育児など女
性のライフイベントが多い。こうしたライフイベントは働く女性の離職の主な理由でもあ
る（厚生労働省 , 2017b）。  
国内の共働き世帯数は、全世帯の約半数に達しており、その共働き世帯の 6 割が「夫婦
と子ども」世帯である。子どものいる共働き世帯では、子どもの年齢が低いほどその全体
に占める割合が高く（末子が 18 歳以上の世帯を除く）、末子が未就学児（0～6 歳）である









の 4 年制化が推進されており、それに伴って看護系大学が増加している（日本看護協会 , 






























































 質的記述的研究  
 
２）研究期間 
 2018 年 2 月～同年 12 月  
 
３）用語の定義 





















a) 属性：年代、看護系大学教員としての経験年数、職位  
b) 子育て：子どもの就学状況、共働きの有無、親と同居の有無、外部支援の有無  
（外部支援：公立学童、民間学童、病児保育可能なシッター、ファミリーサポートな





c) 放課後や緊急時（急病など）での子どもの居場所  
d) 子育てと就業の両立で大変だと感じていること  
e) 子育てをしながら教員を継続してよかったこと、教育に活かされていること  




























8 つの枠組みに当てはめた。  
 

























表１に示すように、3 校の看護系大学から計 9 名の教員の協力があった。全員が女性で、
その年代は、40 代前半 4 名、40 代後半 3 名、50 代前半 2 名であった。看護系大学教員と
しての経験年数は 1 年から 25 年で、職位は助手 1 名、助教 3 名、講師 3 名、教授 2 名であ
った。インタビューの時点で、小学生の子どもを持つ者は 5 名、中学生以上の子どもを持
つ者が 4 名であった。9 名全員の家庭が、配偶者（夫）と同居する共働き世帯であった。6
名は公立学童や民間学童、ファミリーサポートを利用しており、2 名は同居する実父母の
サポートを受けていた。1 名は居住する集合住宅内の同世代の隣人（女性）によるサポー
トを受けていた。なお、インタビューの平均時間は 44 分であった。  
  













因）の 8 つのカテゴリーが抽出された。  







きること＞の 6 つのサブカテゴリーと 19 のコードから構成された。  









代前半 女性 講師 小学 年 保育園 有 無 有
代前半 女性 講師 小学 年 年 有 無 有
代後半 女性 助教 大学 年 中学 年 有 有 実母 無
代前半 女性 教授 大学 年 高校 年 有 無 有
代後半 女性 助教 小学 年 有 無 有
代前半 女性 教授 小学 年 有 無 有
代前半 女性 助手 小学 年 保育園 有 無 有
代前半 女性 助教 中学 年 年 有 有 実父母 無




















表 2-1 9 名の教員の就業継続に影響する肯定的要因 
 
*1 各カテゴリーを就業／子育て、内的／外的要因により分類  
*2 子どもの母親であることを共通としてできた母親同士という形の友だち  
要因





















































































なって思う  (B)」  








分が教えたことが足しになっている  (D)」  










ましょうみたいな。出来るかどうかは別としてね。そういうふうなことを意識する  (I)」 












事じゃないんですよね  (C)」 






うことになるので  (C)」、「何でも理念が大事と思いました。子育ても教育も看護も  
(C)」、「同じだなと子どもを育てるのと学生を育てるのと教育  (E)」  












ことがなかったんだろうなって思うようなこととかもいろいろありますよね  (D)」  
（２）【よい職場環境】 
このカテゴリーは、＜年間計画に沿って勤務できること＞、＜上司の理解＞、＜領域の
特性による時間的有利さ＞、＜子育てへの職場の理解＞の 4 つのサブカテゴリーと 7 つの
コードから構成された。  





んな日程も組まれていることが多いので  (A)」、「大学教員の方が融通が利きやすい  
(C)」  















そういう方とお仕事させてもらえたのは私にとってはすごくありがたかったな  (D)」  








すよ  (I)」 




りすると（上司が）子ども連れてきてたりした  (I)」  
（３）【子育てへの熱意】 
このカテゴリーは、＜子どもの成長を感じるうれしさ＞、＜子どもの自立への期待＞、
＜母親としての大切な役割＞の 3 つのサブカテゴリーと 10 のコードから構成された。  

















親としてはそこまで育てられた  (C)」  








ちゃんとしてないといけない  (D)」  







確認して歯磨きしてから寝る  (B)」  
（４）【共働きへのサポート】 
このカテゴリーは、＜学童保育などの利用＞、＜自治体による子育て支援＞、＜夫の存
在＞、＜子育てのサポーターの存在＞の 4 つのサブカテゴリーと 9 つのコードから構成さ
れた。  









育に行ってました  (D)」  
b) ＜自治体による子育て支援＞  
 このサブカテゴリーでは、以下の語りの中で、学童保育終了後の子どもを預かっても
らうために［ファミリーサポートを利用］していることが示された。  
「学童保育が 19 時までなので 19 時前にファミリーサポートの方にお迎えに行っても
らって、2 次保育所に行っている  (B)」  





る  (C)」、「土日は主人に（子どもの）面倒見てもらって  (D)」  










ターさんですね  (A)」  
（５）【求められる臨機応変さ】 
このカテゴリーは、＜急な勤務変更時の周りへの遠慮＞、＜多様な学生たちへの対応に
よる心理的な負担＞、＜人間関係構築の大変さ＞の 3 つのサブカテゴリーと 6 つのコード
から構成された。  











早く帰らなくちゃいけないじゃないですか  (D)」  



















って盾にしてしまうと反感を買う場合がある  (C)」  
（６）【調整が難しい業務】 
このカテゴリーは、＜参加必須の週末の大学行事＞、＜休暇の取りづらさ＞、＜自宅へ
の仕事の持ち帰り＞の 3 つのサブカテゴリーと 3 つのコードから構成された。  







会とか、土日に入ることも多いです  (G)」  
 




表 2-2 9 名の教員の就業継続に影響する否定的要因 
 
*1 各カテゴリーを就業／子育て、内的／外的要因により分類  
 





業があって出てあげられない  (D)」  



































































「大学でしなければならない仕事と、自宅でできる仕事の見切りをつける  (B)」  
（７）【子育てへの悩み】 
このカテゴリーは、＜学校での友だちとのトラブルへの対応＞、＜思い通りにならない
子育て＞の 2 つのサブカテゴリーと 11 のコードから構成された。  







校とか学童とかは、やっぱり私が担当することがほとんど  (A)」  


























定に合わせた自身の勤務調整＞の 4 つのサブカテゴリーと 10 のコードから構成された。  




「一応 3 年生で（学童は）卒室みたい。4 年生になったらもうおうちになるのかな  (E)」、
「（学童の） 大延長可能なのが 19 時まで  (E)」、「7 時までにお迎え（に行かないとい
けない）(G)」、「上の子は割と民間の学童保育にいかなかったりしてお友達と遊ぶのが
楽しかったりして  (D)」、「子どもが自分たちでおうちにいたい、（学童は）自由じゃな
いからっていうのもあって  (B)」  






誰に（子どもの）面倒を見てもらうかっていう、人の手配が大変だったかな  (D)」  





たまたま休めて行ったことあるのって 1 回かな  (B)」、「役員とか PTA 活動、あの学校
の行事って全部、平日の昼間にある  (C)」、「やっぱり難しかったですね、（学校行事は）
日中がほとんどですもんね  (D)」  













帰りが遅いんですね  (A)」、「週 1 日しか（私が）残業ができたり夜が空く日がない、
（中略）パパが（予定を）空けられる時もあれば空けられない時もあるので結構大変、
（中略）どっちも忙しい時は、どっちかが仕事をセーブしていかないといけない  (F)」、







定的要因にそれぞれ該当した（表 2-1、2-2）。  
 
３）離職を意識した要因と就業継続を決断した要因  


















教員 G が一人で家事・育児を行っており、日常的に【共働きの難しさ】を認識していた。 
その一方で、離職せずに自身の就業継続を決断した要因について、以下のように語った。 
 

















































Ａ ◎ 〇 ◎ 〇 ○
Ｂ ◎ ○ ◎ ○
Ｆ ○ ◎ ◎ ○





就業面 子育て面 就業面 子育て面



























図 1 小学生の子育て期における教員の就業継続に関わる 8 つの要因のバランス 


































































































































３）小学生の子育て期における看護系大学教員の就業継続に関わる 8 つの要因のバランス 


























































 本研究は、星槎大学大学院教育学研究科修士論文（2019 年 3 月提出）に加筆修正したも
のである。  
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Career continuation of nursing teachers who are working  
at universities and parenting elementary school children  
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Abstract 
[Aims] This study aimed to dissect factors related to career continuation of nursing teachers 
working at universities as well as parenting elementary school children. [Methods] Nine teachers 
from three universities who were or had been parenting elementary school children were enrolled 
in this study via snowball sampling. Semi-structured interviews were conducted with participants 
who gave consent for their data to be analyzed. Verbatim transcription of interview data was 
analyzed qualitatively. [Results] For career continuation of the participants, “Enthusiasm in higher 
education” was the most important encouraging factor. Other factors such as “Positive working 
environment”, “Enthusiasm in parenting” and “Support for dual-career family” could support the 
participants’ enthusiasm as a nursing teacher at a university. In contrast, participants regarded 
“Perception of required adaptability”, “Difficulty of changing work schedule”, “Parenting concerns” 
and “Difficulties in maintaining dual-career family” as discouraging factors for their career 
continuation. Although six participants indicated they intended to quit their job for various reasons, 
all of them also indicated that their “Enthusiasm in higher education” could make them change 
their mind to keep working as nursing teachers. [Discussions] For career continuation as nursing 
teachers with parenting elementary school children, it is important to foster their teacher 
enthusiasm through building good relationships with students. Adopting their perceived 
similarities between parenting and education into their teaching practice could be helpful. Dual-
career families who are supported by their husband, other family members, and friends and 
colleagues are more likely to overcome specific concerns on parenting elementary school children.  
 
Keywords: Nursing teachers working at university, Career continuation, Dual-career family, 
         Elementary school children, Parenting  
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